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自殺は、人の命に関わる

極めて「個人的な問題」である。

しかし同時に、

自殺は「社会的な問題」であり

「社会構造的な問題」でもある。
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『自殺実態 1000人調査」とは

「声なき声に耳を傾ける自殺実態 1000人 調査」か ら見えてきたこと
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1)自 殺の危機経路
B自 殺の危機経路図

2)属 性別「自殺の危機要因」及び「危機要因の連鎖図」

危機要因の連鎖図

・全体
口男性
口女性
口自営業者 日自ら起業
口正規雇用者
口非正規雇用者

・稼働年齢の無職者 (主婦と学生を除 く)

口主婦
B学生

3)自 殺で亡 くなるまでの日数は属性によつて異なる

4)正 規雇用者の 25%は 「職場環境の変化」が出発要因となつている

5)う つ病は、自殺の要因であるとともに、他の要因の結果でもある

6)亡 くなつた人の多くは生きようとしていた

7)4.90/0の 人は相談 した当日に亡 くなつている

8)若 年女性 (10～ 20代 )の 670/6に 自殺未遂歴がある

9)過去の虐待やい じめ等は「自殺の遠因」

10)明確な「自殺のサイン」と呼べるものはあるわけではない

ひとりひとりの生きた軌跡

無緑者の自殺事例 :中 下大樹さん (僧 侶)に よる報告
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自死遺族の実状 (「 自殺実態 1000人 調査」から)

・自殺に対する偏見にさらされる遺族
日警察や医療機関の対応に深 く傷つくことも

日直後は、自死遺族の 3人 に 1人 に「自分も死にたい」
日遺族にのこる自責の念
B時間が経つてもなくならない抑 うつ感
日長期にわた り、悩みや困難を抱え続ける自死遺族
日時が経つにつれ深刻化する家計の悩み

B死後の手続き等の悩み
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は じめに (本 書の目的 )

清水康之 (ラ イ フ リンク代表 )

昨年の 自殺者数が 15年ぶ りに 3万 人を下回つた。 自殺対策基本法 (2006年 )の 施行に

よつてタブー視 されていた自殺が社会問題 として認識 され るよ うにな り、全国的な自殺対

策の底上 げが図 られてきた影響が大 きい。

しか し、依然 と して交通事故死者数の約 7倍 、一 日平均 70人 超が 自殺で亡 くなつている

わけで、決 して楽観できる状況にはない。1人 が 自殺で亡 くなると 4～ 5人 が遺族になるた

め、毎 日 300人 近 い人が家族 を自殺で亡 くしていることになる。 自殺による悲 しみの連鎖

が止め処な く広が つているこの状況 を、私たちは何 としてでも食 い止めなければな らない。

昨年 8月 に改定 された『 自殺総合対策大綱』には、「誰 も自殺に追 い込まれることのない

社会の実現 をめ ざす」 とい う国の強 い意志が副題 と して掲 げ られた。 この中で「今後は地

域 レベルの実践的な自殺対策への転換 を図る」 とい う方針 も示 され 、実際にこの転換 をい

かに迅速に進めてい くかが今後の 日本の 自殺対策の大 きな鍵 となることは間違いない。

しか し同時に、直面する課題 も大 きい。下記のグラフにあるよ うに、地域によつて自殺

で亡 くなる人の職業や年代等の属性に特徴がある場合 も多 く、「地域 レベルの実践的な 自殺

対策」 を推進す るためには「地域の 自殺実態の解明」が不可欠なのである。

学生

370/O

4040/O

また、仮 にある地域の特性が「失業者の 自殺が多い」あるいは「自営業者の自殺が多い」

ことだ った と して、失業者や 自営業者の 自殺の背景 にある要因が分か らなければ、やは り
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効果的な対策は望めない。当事者が抱えがちな問題の組み合わせ (ニ ーズ)が分か つては

じめて、相談機関等による連携のあるべ き姿が見えて くるか らだ。

実際に今回の調査か らは、それぞれの属性によつて自殺に追い込まれ るプロセスが大 き

く異な つていることも浮き彫 りにな つてきた。下記の「自殺要因の連鎖図 (プ ロセス )」 は、

左が 自営起業者の もので、右が主婦の ものである。連鎖図を構成 している「自殺の危機要

因」の違 いも明 らかである し、また最初の危機要因を抱えてか ら自殺するまでの年月も「自

営業者は主婦の 4倍 も短い」 ことな ども分か つてきている。

本書は、「実態の解明こそ、対策の最大の原動力である」とい う確信の下に、様 々な角度

か ら「日本の 自殺の実態」に迫 った報告書だ。第一章では、家族 を自殺で亡 くした遺族 と

協力 して行 つた「“1000人 の声なき声"に 耳 を傾 ける自殺実態調査 (=自 殺で亡 くなつた

523人 と、その遺族 523人 の、あわせ て 1046人 を対象 とした大規模調査 )」 の結果を分析

して、属性 ごとの 自殺の特徴 (危 機経路や援助希求の有無等)を 明 らかに した。第二章 で

は、2009～ 2012年 までの「4年分の全市 区町村の 自殺統計 (警 察統計 )」 を集計 して 自殺の

地域診断を行 い、それぞれの地域の 自殺の特徴 を明 らかに した。

作成 したのは、自殺対策の実務家チームだ。実際に現場で対策に取 り組むための「武器

(基 礎資料 )」 を作 ろうと、様々な分野 で活動す る実務家が中心になつてチームを結成 し、

統計分析の専門家の力を借 りなが らま とめた。心掛 けたのは、 自殺で亡 くなつた一人ひ と

りの面影に思 いを馳せつつ、しか し冷徹 にデー タを精査すること。「死か ら学ぶ」という謙

虚な姿勢で、 自殺せ ざるを得なか つた理 由や 、 どういつた支援があれば生 きる道 を選択で

きたかを、考 え得 るあらゆる角度か ら検証 したつも りである。

無論、 これで十分だとは思 つてない。本書や本書を作成するために揃えた基礎資料をす

べて公開する ことで、さらに様々な検証の視 点を多 くの方々に加 えていただき、よ り使 い

勝手の良い自殺対策の「武器」 を、皆で作 りあげていきたいと思 う。本書が、そのための

「叩き台」になれば、これ以上の幸せはない。

/… 2





【第 一 章 】

自殺 の危 機 経 路

人は、なぜ自殺するのか。

どうやつて

自殺へと追い込まれていくのか。





目的

「自殺実態 1000人調査」と

調査の正式名称 「声なき声」に耳を傾ける自殺実態 1000人調査

◆自殺に至るまでのプロセスを明らかにすることで、具体的かつ実践的な自殺対

策の立案 口実施につなげること

◆死から学ぶことで、同じような形で自殺に追い込まれていく人を一人でも減ら

すこと

概要 実施機関 NPO法 人ライフリンク

調査期間 2007年 7月 ～2012年 10月

参加者  523名 (遺族が語つた「亡くなられた方」の人数)

調査者  ライフリンク専従スタッフ及び自死遺族支援に関わつてきた各地の

スタッフ (本調査についての研修をうけた者のみ)、 等

調査方法 面接による聞き取り調査 (平均聞き取り時間 :3時間)

故人の属性
年齢グループ

自営・社員区分

代

９

螂

65歳以上の無職者
(主 婦と学生を除 く)

14

(2 711)

明

１

郷

不

　

０

自営業・赳業

55

(10 5%)

自営業・継承

26

(5 011)

自営業・その他

3

(0 6X)

無職者

(主 婦と学生を除く)

79

(151%)

/_d



調査項目 【選択項目 235+自 由記述欄 253項 目 合計 488】

◆亡くなられた方について

性別/生年月日/同居人の有無/家族構成/性格/仕事の有無と内容/資産

と債務の状況/自殺に関わる給与 日資産の低下の有無と内容/生命保険加入の

有無と生命保険による経済問題の緩和/被虐待の有無/引越経験/自 殺未遂

の経験/親族の自殺で亡くなつた方の有無

◆亡くなる前 2週間の状態について

言動・体調 H睡眠 口食欲 日身辺整理 日飲酒 日喫煙の変化/自 殺に関わる情報へ

の関心/故人はサインを発していたと思うか

◆援助希求について

相談先 (精神科 日心療内科/その他の医療機関/法律専門家/公的相談機関/

民間相談機関/いのちの電話/職場/知人・友人/家族/その他)

相談の時期 (最初・最後)/相談内容/経過/相談の効果/他機関紹介の有無

◆亡くなられた時のことについて

亡くなつた日時/発見者/手段/遺書の有無と内容/亡 くなつた方が追い込

まれていつた経過がわかるようなエピソー ドについて

① 自殺の実態を解明するために質問票は対策の立案を前提とした設計

◆235の設問十多様な自由記述欄を含む詳細な質問票

⇒自殺の実態を「点」としてだけでなく、点と点とを結んだ「プロセス」と

して明らかに

◆自殺対策の現場に関わる様々な専門家が質問票作りに参加

⇒速やかに自殺対策へとつながる形で「プロセス」を明らかに

◆自殺の「傾向」を示す警察の自殺者統計と自殺の「具体的プロセス」を明ら

かにする本調査による相乗効果

⇒重ね合わせて分析することにより、自殺の実態を極めて立体的に浮き彫り

② 様々な立場の関係者が、密接に協力し合いながら主体的に創り上げていく調

査

◆調査への「協力者」と位置づけられがちな自死遺族も、本調査においては

「参加者」

⇒遺族は自殺対策の立案 B実施に向けて共に歩んでいく「仲間」

◆質問票作りに関わる専門家、調査や分析を行うメンバー、資金を提供する

財団=全て「参加者」

⇒誰かが誰かに協力して行う調査なのではなく、みんながみんなで暮らす社

会を「生き心地の良い場所」にするために行う調査

◆同時代に生きる様々な立場の人たちによる「横のつながり」を通して、過

去を生きた人たち (自殺で亡くなつた人たち)と の「縦のつながり」を回

復させ、将来へとつなげていくための調査

メ=学



「声なき声に耳を傾ける自殺実態 1000人調査」から見えてきたこと

1,自 殺の危機要因となり得るものは 69個ある。自殺で亡くなつた人は、「平均 3.9個の

危機要因」を抱えていた。

2.職業等の属性によつて、「自殺の危機経路 (プ ロセス)」 に、一定の規則性がみられた。

3.最初の危機要因 (出 発要因)の発現から自殺で亡 くなるまでの日数は、職業等の属性

によつて大きく異なり、「自ら起業した自営業者」が最も短くて、その 500/oが 2年以

内に亡 くなっていた。

4.正規雇用者 (正社員+公務員)の 25%は 、配置転換や昇進等の「職場環境の変化」が

出発要因となっていた。

5.う つ病は、自殺の一歩手前の要因であると同時に、他の様々な要因によつて引き起こ

された「結果」でもあつた。うつ病の「危機複合度 (そ の要因が発現するまでに連鎖

してきた要因の数 )」 は、3.6と 非常に高かつた。

6.実は、自殺で亡 くなつた人の多くが「生きよう」としていた。亡 くなる前に、行政や

医療等の専門機関に相談 していた人は 70%に上った。亡くなる 1か月以内に限つても

480/oが、何らかの専門機関に相談に行つていた。

7.専門機関に相談 していた人の約 50/oは、相談 した当日に自殺で亡くなつていた。

8。 若年女性 (10～ 20代)の 670/oに 、自殺未遂歴があつた。

9.過去に虐待やいじめ等を受けた経験が「自殺の遠因」になつていた可能性のある人は、

140/oに 上った。女性が 190/0と 、男性 (120/o)よ り高かつた。

10.明確に「自殺のサイン」と呼べるものがあるわけではなかつた。「自殺のサインがあつ

たと思うか」との問いに「あつたと思う」と答えた遺族は 580/oい たが、「それが発せ

られた時点でもそれを自殺のサインだと思つたか」との問いには、遺族の 100/oし か「思

った」とは答えなかつた。

※上記のデータは、あくまでも「見えてきたこと」の一部です。他の様々なデータ分析結果は、

ライフリンクのHP上で公表しています。(hpptV/www.hfelink.or.jp)

メ, す
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1)自 殺 の危 機 要 因 とな り得 る もの は 69個 あ る。 (下記は、本プロジェクトチームが認定した危機要因。カッコ内は抱えられていた回数。)

問題 (531)

身体疾患 (腰痛)(18)、 身体疾患 (その他)(88)、 うつ病 (274)、 統合失調症等 (97)、 アルコール問題 (34)、 病苦 (17)、

認知症 (2)、 出産 (1)

B生活問題 (414)

倒産 (■ )、 事業不振 (60)、 失業 (57)、 就職失敗 (23)、 生活苦 (66)、 負債 (多重債務)(82)、 負債 (住宅ローン)(10)、

負債 (その他)(31)、 借金の取り立て苦 (26)、 連帯保証 (20)、 経営の悩み (6)

題  (354)

家族間の不和 (親子)(71)、 家族間の不和 (夫婦)(76)、 家族間の不和 (その他)(17)、 家族との死別 (自 殺)(22)、

家族との死別 (その他)(30)、 家族の将来悲観 (6)、 離婚の悩み (47)、 被虐待 (当 時)(4)、 DV被害 (19)、 育児の悩み (30)、

介護・看病疲れ (24)、 親の不仲 ,離婚 (6)、 妊娠 日不妊の悩み (1)

(366)

仕事の失敗 (39)、 職場の人間関係 (95)、 職場環境の変化 (配置転換)(43)、 職場環境の変化 (昇進)(17)、 職場環境の変化 (降格)(6)、

職番環境の変化 (転職)(19)、 休職 (13)、 過労 (69)、 職場のいじめ (■ )、 仕事の悩み (51)、 定年退職 (3)

学校問題 (95)

進路の悩み (入試)(7)、 進路の悩み (その他)(22)、 学業不振 (8)、 いじめ (4)、 教師との関係 (15)、 他生徒との関係 (15)、

ひきこもり (16)、 不登校 (6)、 教師からの叱責 (1)

女問題 (37)

結婚をめぐる悩み (6)、 失恋 (16)、 不倫の悩み (13)、 恋人の自殺 (1)、 性同一性障害 (1)

(3)、 犯罪被害 (7)、 後追い (1)、 心中 (8)、 近隣関係 (15)、 将来生活への不安 (29)、 単身赴任 (2)、 災害 (その他)(3)、

親への家庭内暴力 (2)、 高校中退 (5)、 事故 (7)、 同業者・同僚の自殺 (1)、 配偶者への暴力 (4)、 その他 (73)
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2～ 5)属性別「自殺の危機要因」及び「危機要因の連鎖図」等

それぞれの属性によつて、自殺するまでの経路 (プ ロセス)に、ある一定の規則性があることが分か

った。私たちはそれを「自殺の危機経路 (プロセス)」 と呼ぶことにした。

事例 :自 殺の危機経路 (「
→」は連鎖を、「+」 は問題が新たに加わってきたことを示す)

【被雇用者 (労働者)】

① 配置転換→過労十職場の人間関係→うつ病→自殺

② 職場のいじめ→うつ病→自殺

【自営者】

③ 事業不振→生活苦→多重債務→うつ病→自殺

④ 介護疲れ→事業不振→過労→身体疾患+う つ病→自殺

【失業者、等】

⑤ 身体疾患→休職→失業→生活苦→多重債務→うつ病→自殺

⑥ 犯罪被害 (性的暴行)→精神疾患→失業+失恋→自殺

【無職者 (就業経験なし)】

⑦ 子育ての悩み→夫婦間の不和→うつ病→自殺

③ DV被害→うつ病十離婚の悩み→生活苦→多重債務→自殺

【学生】

③ いじめ→学業不振十学内の人間関係 (教師と)→自殺

⑩ 家族との死別→ひきこもり→うつ病→将来生活への不安→自殺

自殺で亡くなつた一人ひとりが、それぞれ個性的な人生を生きていたわけなので、まつたく同じ亡く

なり方をしているという人はひとりもいなかつた。あるいは当然、上記にある「自殺の危機経路」に、

すべての方の自殺があてはまるわけではない。極端な図式化は、かえつて弊害を生む恐れがあることも

分かる。

しかし、そうしたことを踏まえて、調査の対象となつた人たちの「属性 (職業等)」 に注目して共通

点を掘り下げていつたところ、かなり明確に、それぞれの属性における自殺の特徴がみえてきた。

それぞれの属性における「自殺の 10代要因 (そ の属性の人に最も頻繁に抱え込まれていた要因上位

10個 )」 と、それらがどう連鎖しながら発現しているかをみる「危機要因の連鎖図」、それに「自殺にい

たるまでの年月」や「援助希求の実態」等をまとめた。

実態が明らかになってくるにつれて、対策に必要な連携のあり方や、介入のポイントが浮き彫りにな

ってきた。実態が自ら、どういつた対策が必要かを語つてくれているようだ。

|… ′



体  (502人 )

■10大要因 : 事業不振、職場環境の変化、過労、身体疾患、職場の人間関係の悪化、失業 B就職失敗、

負債 (多重債務等 )、 家族間の不和 (夫婦)、 生活苦、うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 3.9個

■自殺に至るまでの平均年月 : 5.0年 (中央値)、 7.5年 (平均値)

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 70.00/0、 一か月以内の相談 : 47.50/0

■その他の特徴 :

「全体 (502人 )」 の危機要因の連鎖図
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性 (343人 )

■10大要因 : 事業不振、職場環境の変化、過労、身体疾患、職場の人間関係の悪化、失業 日就職失敗、

負債 (多重債務等)、 家族間の不和 (夫婦 )、 生活苦、うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 39個

■自殺に至るまでの平均年月 : 3.8年 (中 央値)、 6.1年 (平均値)

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡 くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 63.3%、 一か月以内の相談 : 40.90/0

■その他の特徴 : 自殺で亡くなる 2週間以内に飲酒の変化がみられた男性は、女性の 2.6倍。

ゴti ′/
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「男性 (343人 )」 の危機要因の連鎖図
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(159人 )

■10大要因 : 家族との死別、身体疾患、育児の悩み 日介護疲れ、DV被害 日被虐待、統合失調症 日認

知症等、職場の人間関係の悪化、家族間の不和 (夫婦)、 失業・就職失敗、生活苦、うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 3.5個

■自殺に至るまでの平均年月 : 8.1年 (中央値)、 10.3年 (平均値 )

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 84.10/0、 一か月以内の相談 : 61.60/6

■その他の特徴 :

「女性 (159人 )」 の危機要因の連鎖図
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自営業者 B自 ら起業 (55人 )

■10大要因 : 事業不振、身体疾患、失業 日就職失敗、過労、保証人問題、負債 (多重債務等)、 生活

苦、借金の取り立て苦、家族間の不和 (夫婦)、 うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 4.6個

■自殺に至るまでの平均年月 : 2.0年 (中 央値 )、 4.0年 (平均値 )

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡 くなる前にどこかの専門機関に相談 していた割合 : 63.3%、 一か月以内の相談 : 42.40/0

■その他の特徴 : 自殺に至るまでの年月が最も短い。保証人問題が大きく効いている。

「自営業者 口自ら起業 (55人 )」 の危機要因の連鎖図
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規雇用者 (162人 )

■10代要因 : 育児の悩み 口介護疲れ、職場環境の変化、過労、職場の人間関係の悪化、身体疾患、

族間の不和 (夫婦 )、 仕事の悩み、仕事の失敗、負債 (多重債務等)、 うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 4.0個

■自殺に至るまでの平均年月 : 4.0年 (中 央値)、 6.3年 (平均値)

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 64.6%、 一か月以内の相談 : 44.70/0

■その他の特徴 :
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「正規雇用者 (162人 )」 の危機要因の連鎖図

自殺

(5,0)



正規雇用者 (41人 )

■10大要因 : 統合失調症等、家族間の不和 (親子等)、 職場の人間関係の悪化、家族間の不和 (夫婦)、

身体疾患、失業 “就職失敗、将来生活への不安、負債 (多重債務等)、 生活苦、うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 3.9個

■自殺に至るまでの平均年月 : 6.9年 (中央値 )、 8.1年 (平 均値)

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 660%、 一か月以内の相談 : 39.6%

■その他の特徴 :

「非正規雇用者 (41人 )」 の危機要因の連鎖図
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働年齢の無職者 (主婦と学生を除く)(78人 )

■10大要因 : 身体疾患、職場の人間関係の悪化、統合失調症等、失業 日就職失敗、家族間の不和 (親

子等)、 アルコール問題、家族間の不和 (夫婦)、 負債 (多重債務等)、 生活苦、うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 4.1個

■自殺に至るまでの平均年月 : 6.9年 (中央値)、 9,0年 (平均値 )

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 34.90/0、 一か月以内の相談 : 51.9%

■その他の特徴 :

「稼働年齢の無職者 (主婦と学生を除く)(78人 )」 の危機要因の連鎖図
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婦  (71 人)

■10大要因 : 家族との死別、育児の悩み 日介護疲れ、身体疾患、統合失調症 日認知症等、DV被害・被

虐待、就職失敗 日失業、近隣との関係の悩み、家族間の不和 (親子)、 家族間の不和 (夫婦 )、 うつ病

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 3.4個

■自殺に至るまでの平均年月 : 8.3年 (中 央値 )、 10.6年 (平均値)

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 80.00/6、 一か月以内の相談 : 61,8%

■その他の特徴 :

「主婦 (71人 )」 の危機要因の連鎖図
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生 (42人 )

■10大要因 :い じめ 口他生徒との関係、教師との関係、家族間の不和 (親子等)、 学業不振、

ひきこもりB不登校、統合失調症等、進路に関する悩み、就職失敗、うつ病、

■抱えられていた危機要因の数 (平均): 3.2個

■自殺に至るまでの平均年月 : 3.3年 (中 央値)、 4.0年 (平均値 )

※年月の長さにばらつきがあることを踏まえて、ここでは「中央値 (その集団での真ん中の値)」 を主に用いる。

■亡 くなる前にどこかの専門機関に相談していた割合 : 57.80/6、 一か月以内の相談 : 43.2%

■その他の特徴 :

「学生 (42人 )」 の危機要因の連鎖図
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最初の要因を抱えてから「自殺で亡くなるまでの年月」
【性/職業(大分類 B JJヽ分類)/年代】別

※「年数」は、「日数」を365で割り、小数点第二位以下を切り捨てて計算

性 別
中央値 平均値

日数 年数 |
日数 年数

男性 1407.5 3.[ 2248.g 6.1

女性 2970.5 8.1 3771.G 10.3

全体 1839.5 5.( 2756.4 7.5

職業別 (大分類)

中央値 平均値

日数数 年数換算 日数 十 年数
自営業者 828.0 2.′ 1805.2 49

被雇用者 1670.0 4.〔 2548.3 6.9

職業 (小分類)

中央値 平均値

日数 年数 日数 十 年数
自営(起業) 749.〔 2.C 1460.6 40

自営(継承) 1671.C 4.5 2565.3 7.0

被雇用・正規雇用 1489.[ 『

一
６
．
９

2302.0 6.3

被雇用・〕F正規雇用 2530.C 2985。4 8.1

無職・主婦 3029.C 8.3 3872.8 10.6

無職・学生生徒 1221.C 3.3 1462.2 4.0

無職・稼動年齢 2520.C 6.9 3311.3 9.0

年代
中央値 平均値

日数 年数 日数 十 年数
20歳未満 1199.0 3Z 1334.6 3.(

20-29青霊 1529.0 4.1 2045.9 5.C

30-39青霊 2123.0 5.E 2601.9
”
′

40-49青霊 1778.5 4.E 2939.9 8.C

50-59青霊 2350.0 6.4 3042.7 8.こ

60-69有霊

70歳 以上

1296.0 3.[ 3328.5

5443.1

9.1

4899.0 13.Z 14.g

〆~ノ p



6_車 !土 ヽ白4で 亡 てた oT‐ 人の 名ておt『 牛 去上う l>Lてい t‐ ^ 全体523人から不明(25人 )を除いた498人のうち、亡くなる前に、行政や医療等の専門機関に相談して

いた人は、700/o(348人 )に上る。亡くなるlヶ月以内に限つてみても、不明(25人 )を 除いた459人のうち、

47.50/oに あたる218人が何らかの支援を求めて相談に行つていた。最後まで何とかして、自分の抱えて

いる問題を解決しよう、生きようとしていたことが窺える。
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察 :専 門機関に相談 に行 つている人が、なぜ 自殺で亡 くな つているのか

生越照幸 (弁 護士 )

考察 1)自 営業者の法律専門家に対す る援助希求について

自殺で亡 くな つた 自営業者の うち、10,70/oが 法律専門家に対 して相談 を行 つている。

他の職業 と比較 して、 自営業者は法律専門家に対 して援助 を求める場合が多いといえ

る。従 つて、自営業者の 自殺 を防止す るためには、法律専門家の果たす役割が大きい。

しか し、その一方で、10,7%も の 自営業者が法律専門家に援助 を求めなが ら、最終

的には自殺に追 い込まれている。 このよ うな現実の背景 には、以下の事情が存在する

と考 え られ る。

まず第一に、法律専門家が 自営業者の主訴 (例 えば事業不振など)の みに捕 らわれ

て しまい、その背後にある様 々な問題 (う つ病、家庭問題、生活苦な ど)を 見逃 して

いる可能性が ある。第二に、法律専門家が主訴の背後にある様 々な問題に気づいた と

しても、 これ らの問題の解決 には、医療 、福祉、心理な どの分野 と連携 して取 り組む

必要が あるにもかかわ らず、他分野 との連携が不十分なため、結局は有効な援助につ

なが つて いない可能性がある。第二に、法的手続や弁護士費用の問題 などが 自営業者

に対 してス トレスを加え、逆に、 自殺 に追い込んでいる可能性がある。

自殺予防 を実現す るために、法律専門家は、法律問題 を適切かつ早期に解決するの

みな らず 、広 い視野 を持 つて、他分野 とも連携 を図 りなが ら、法律業務に従事する必

要性があるといえる。

考察 2)精 神科医の法律問題等への対応 について

自殺で亡 くな つた人の多 くは、精神科医に対 し、自らが抱 えている問題の苦 しみ を

語 つている。その結果、カルテには、職場でのス トレス、家庭問題のス トレス、借金

によるス トレス、事業不振のス トレスな ど、その患者が何によつて苦 しめ られている

かが克明に記載 されている場合も少な くない。

しか し、患者が精神科医に対 して法的問題の存在 を伝 えて も、精神科医が法律専門

家 と連携す るな どして、解決に至 るケースは多いとはいえない。

このよ うな現実の背景 には、以下の事情が存在すると考 え られ る。まず第一に、精

神科医が法律専門家 と連携す るとい う発想 自体 を有 していない可能性が考 えられ る。

第二に、法律専門家 と連携す るとい う発想が あつたとしても、連携のためのシステム

が存在 しない、または不十分なため、連携に至 つていない可能性が考 えられる。第二

に、患者が法的問題 を解決す るための法的手続 (訴 訟な ど)に よつて さらにス トレス

を受 けれ ば、逆 に自殺 を招 きかねないとい う医学的な判断が働 いている可能性が考 え

られ る。

精神科医 と法律専門家 との連携は、それぞれが高度な専門職であるため、守秘義務

など非常 にデ リケー トな問題 を含んでいるといえる。 しか し、 自殺予防を有効に進め

るためには、精神科医が有 している情報 を法律専門家 と共有 しなが ら、精神医療 と法

律の両側面か ら、患者 を支えるシステムの構築が必要である と思われ る。

と〆



)専門機関等に相談 していた人の約 50/6は 、相談 した当日に自殺で亡 くなつていた

専門機関等 に相談 していたにもかかわ らず、その当日に自殺で亡 くなつている人が

全体の 4.9%(17人 )い た。 (こ の場合の「全体」とは、援助希求の有無が判明している

498人 を指す。 )

その内訳は下記 の通 り。 (複 数の機関に相談 していた人がいたため、下記は延べ人数 )

17人 の うち 「1か 所のみ に相談」 していた人は H人
「2か 所 に相談」 していた人は 5人

「3か 所 に相談」 していた人 も 1人 、いた。

≪事例≫

職 男性 (20代 )

対人関係に困難 を抱 えてお り、人間関係で悩 む と自殺 を図ることがたびたびあつた。

亡 くなる直前 も、家庭での トラブルや将来への不安が募 り、不安定になつてきていた。

亡 くなる 3日 前 、家族の前 で首をつ ろうと して止 め られ る。 この男性の相談 によ く

乗 つていた高校 時代の教師は、主治医に自殺未遂が あつた ことを伝 え、入院 させ るよ

う依頼するが 、 「 うつ病 は入院 して治るもん じゃない」 「ゆ つくり見守 る しかない」

などと取 り合 つて も らえなか つた という。亡 くな つた当日も、男性 (故 人)は主治医

のもとを訪れ て いたが、主治医は異変に気づ いてお らず、故人の死後、教師か ら確認

したところ、 「通院 した時には冷静に話 しを して いて、そんな感 じではなか つた」 と

他人事のように答 えただ けだ ったという。

F

▼精神科 口心療 内科

▼法律の専門家

▼民間相談機 関

13人

1人

2人

(76.5%)

(5。 9%)

(11.8%)

▼その他の医療機関

▼公的相談機関

▼学校

5人 (29.40/o)

2人 (11.80/o)

1人 (5,90/o)

ユ主



)若 年女 性 (10～ 20代 )の 67%に 、 自殺未遂歴 が あ つた

自殺 未 遂歴 に関 して特徴 的だ つたのが 、10～ 20代 の若年女性 の未 遂 率 の高 さだ。

10代 は女性 11人 の うち 8人 (72.70/0)が 、20代 も女性 31人 の うち 20人 (64.50/0)

が 、自殺 で亡 くなる前 に 自殺未遂 を して いた 。その手段 で最 も多か つた の は過量服

薬 で 18回 、 リス トカ ッ トが 14回 と続 いた 。 この二つの手段 だ けで 、 10～ 20代 女

性 の企 図手段 の 71.10/6を 占めた (把 握 で きた企 図の回数 は 45回 )。

全体 では、523人 の うち 173人 (33.10/o)に 自殺未遂が確認 され た 。女 性 は全体

の 48.40/0と 、男性 (26.20/0)の 1.8倍 に上 った。

自殺 で亡 くな つた人 が 自殺未 遂 を して いた 回数 は、「未遂 歴 な し」 が 350人 で

66.90/0と 最 も多か つた 。特 に男性 で は、「未遂 歴 な し」が 267人 と 73.8%に 上 り、

男性 は最 初の企 図で死 に至 る確率 が高 か つた。

2回 目の企 図 (自 殺 未 遂 が 1回 )ま で に死 に至 つた割合 は、男性 が 315人 で 87%

に及ぶの に対 し、女性 は 108人 で 67.1%と 、約 20ポ イ ン トの差 が あ つた 。これは

男女 の援助希求 の違 いだ けでな く、男女 の抱 え る危機要 因の違 いに も関連 す るとみ

られ る。 男性 が最 初 の 要 因 を抱 えて か ら自殺 で亡 くなるまでの 日数 は 、 中央値 で

1407.5日 (3.8年 )で あ り、女性 の 2970.5日 (8.1年 )の 半分 以下 で あ る。男性

が 、暮 ら しや経 済活動 に直結 す る危機 要 因 を抱 えて急速 に 自殺 に追 い込 まれ てい く

一方 、女性 は人間 関係 や健 康 問題 とい つた危 機要 因 を長期 的に抱 える中 で緩 やかに

追 い込 まれ て い き、その間 に、複 数 回の未 遂 を繰 り返 して いるよ うだ 。

■未遂歴の回数別 人数 と割 合

なし

(人 )

1回

(人 )

2回

(人 )

3回

(人 )

4回

(人 )

5回 以 上

(人 )

不 明

(人 )

総 数 350 66.916 73 14.0% 34 6.591 24 4.616 3 06% 20 3.896 19 3.611

男 性 267 73.811 48 13.30/O 19 5.2% 10 2.391 1 0.3% 9 2.5% 8 2.211

女 性 83 51.6% 25 15.5% 15 9.316 14 8.7% 2 1.216 6.8% 6.811

■性 別 X年 代 別 未 遂 歴 の 有 無 の割 合

(人 ) 総 数 ～ 10代 20代 30代 40イt 50 tt 60代 70代 ～

全

体

調 査 対 象 者 数 523 30 104 （
Ｖ

Л
付

うち未遂歴あ り
Л
付

０
４ 13

未 遂 者 の 割 合 33,1帖 43.311 46 911 35.611 27.3% 26 911 26 511 20 011

男

性

自殺 者 数 362
盗
υ 74

うち未遂歴あり 25 5 1

未 遂 者 の 割 合 26 211
魃
コ 38 511 28 011 22 111 23.Oll 17.9% 16 711

女

性

自殺 者 数 31

うち未遂歴あり 20 8

未 遂 者 の 割 合 48 411 72.711 64.511 55.2% 46.2% 35 3% 38 111 22 211

ユS



9)過 去 に虐 待 や い じめ を受 けた経験 が 「 自殺 の遠 因」 にな つて いた 可 能 性

の あ る人 は 140/oに 上 った。女性 が 19%と 、 男性 (12%)よ り高 か つた 。

過去 の虐待や い じめの経 験 は、その直後 に明 らか な問題 を引 き起 こさな くて も、

将来的 な 自殺 の リス ク を高 め ている可能性 が ある ことが分か つた。

今 回、調査 した 自殺 者 523人 の うち 101人

(19.30/0)が 、虐 待 や ドメス テ ィック ロバ イ

オ レンス (DV)、 い じめ の被 害 にあ つて いた。

女性 は 57人 と女 性 全 体 の 35.40/0に 上 り (101

人の 56.40/0)、 男性 は 44人 と男性全体 の

12.20/0だ った (101人 の 43.60/6)。

虐 待や ドメステ ィ ック・バ イオ レンス 、い じめ の被 害 にあ つて いた 101人 の うち

27人 は、それ らの要 因が 「 自殺 の直 因」 と して認 め られ た。つま り、虐 待 が起 き

た直後 に精神疾 患 に罹 患 して 自殺 して いた り、DVを 受 けた ことで離婚 した後 に生

活苦 に陥 つて 多重債 務 を抱 えて 自殺 に追 い込 まれ た りと、「 自殺の危機 経 路 」 の 中

に、被害経験 が位置 づ け られ た (危 機 経路 中の要 因 と して確認 され た )。

一方 で、直接 的 な因果 関係 は認め られ な い ものの 、自殺 に至 った「遠 因」とみ ら

れ るもの もあ った。身体 的 、精神 的、あるいは性 的 な暴 力を受 ける こ とに よ つて 自

尊 心が深 く傷 つ け られ 、その後の人生 で何 らか の壁 や問題 に直面 して も、「 (問 題が

起 きたの は)自 分 が悪 いか らだ」「 自分 なん かが 支援 を受 けていいはず が な い」等

と考 えて しま うよ うで、生活 上の困難 やス トレス が重 くの しかか つて きた 時 に、せ

っか く支援 につなが つて いて も自 らそれ を断 ち切 つて しま つた り、支 援者 や周 囲の

人 に故意 に冷 た くあた つて支援 を遠 ざけて しま った り、そ うや つて 自殺 の リス ク を

高 めて い つて しま うよ うに見 受 け られ た。今 回 の調査 では、「遠 因」 と考 え られ る

要 因 を抱 えて いた人 は 74人 で、全体 の 14.10/0を 占めて いる。

なお、特 に主婦 (全 体 71人 )は 、14人 (全 体 の 19.70/0)に とつて 、過 去 の虐 待

や い じめ等の経験 が「遠 因」と して働 いて いた可 能性 が ある。出産 した ことで子 ど

もの ころの性 的虐 待 の記 憶 が よみが え り、パ ニ ック を起 こ して 自殺 で亡 くな つた と

い う人 もいて、被 害経験 を持 つ女性 はス トレスヘ の耐性 が低 いため に、出産 や子 育

て といった大 きな ライ フイベ ン トに直 面 した時 、過 去 の被害経験が 自殺 の リス ク を

高 めてい つて しま うのか も知れ な い。

いずれ に して も、今 回 の調査 で、過 去 の虐 待 や い じめ を受 けた経験 と「 自殺 の リ

スク」との因果関係 を明 らか にで きたわ けで は な い。この分野の調査 研究 (支 援 と

一体の もの と して )が 、急務 で ある。

虐待 1_ヽ ll∴h DV 計

総 数 20 101

男性 C

女 梓

直 因 4 4 19

男性 0 1 C 1

女 性 1

遠 因 12 1 74

男性 C

女 性 1

史干



0)明確に「自殺のサイン」と呼べるものがあるわけではなかつた

「自殺のサインがあつたと思 うか」との問いに「あつたと思 う」と答えた遺族は

58%い たが、「それが発せ られた時点でもそれを自殺のサインだと思つたか」との

問いには、遺族の 10%し か「思つた」とは答えなかつた。

Q 自殺のサインがあつたと思うか

Q それが発せ られた時点でも、それ を自殺のサ インだ と思 つたか

思つた 51人

(9.8%)

「なぜ 自殺 して しまつたのだ ろうか」。家族 を自殺で亡 くした遺族の多 くは、そ う

した答えのない問いを抱えている。そ して、その答 えを懸命にな つて探そ うと過去を

思い返 し、「あの時深いため息 をついていたが、あれはサインだ つたのでは」「そ う

いえば疲れた表情 を していたな」な どと、無理にでも「自殺のサ イ ン」を見つけ出そ

うとして しま う。しか し、実際はそ うした「サイン」と呼ばれ るものの多 くは、それ

が発せ られた時点ではサインとは受け止め られていないことが多いのである。

思 わ ない

174人

(33.4%)

思わなかつ

た(48.4%)

思わない

(33.4%)

/-2J





ひとりひとりの

生きた軌跡





■ 自殺 で亡 くな った人 たちの軌跡

(※ 事 例 は 、 プライバ シー に配慮 して一部 改 変 して あ ります。)

1_自 営 業 男性 (50代 )

高校 を卒 業後 、建設会社 に就職 した が 、その会社 が倒産 。元 々起 業 に意欲が あ つ

た ため 、数 年 間 兄の経営 していた会社 に見 習 いに入 り、その後独立す る。結婚 して

子供 を も うけ、経 営 も しば らくは順調 に い つて いた。

しか し、バ ブル 崩壊後 は経営が急速 に悪化 。請 け負 つた工事 の代金 が支払われ な

くな り、資金 繰 りに窮す るよ うにな つた。元 々融 資 して くれ て いた金融機 関 も応 じ

て くれ な くな り、ノ ンバ ンクの商エ ロー ンな どか らの借 り入れ も増 えてい つた。連

帯保証 人 に な って いた同僚企業や親 会 社 の倒 産 も相次 ぎ、その督促 も受 けるよ うに

な る。半 年 ほ どは巻 き返そ うと営 業活 動 を続 けて いたが、督促 の電話 を受 けていた

妻 が 先 に精 神 的 に参 つて しまい入院 。 と うと う 5人 いた従 業 員 を解雇 した。

その後 は仕事 をせず に家で過 ごす こ とが 多 くな り、口数 も減 つて い つた。資金繰

りに窮 す る よ うにな つてか ら約 1年 後 、会 社事 務 所 で 自死。消費者金融 な どか らの

借 り入れ も含 む数 千万円の借用書 が揃 えて あ り、遺書 には保険金 で精 算す るよ う記

して あ った 。 以前 か ら連鎖倒産 を呼 びかね な い 自己破産 には消極 的 で、「い ざとな

れ ば生命 保 険 が ある」 と言 つて いた。

債 (連 帯保証債 務 ) 金 の取 り立 て苦 族 間の不和

2_被 雇 用 :正 社 員男性 (40代 )

幼 い ころに親 が離婚 してお り、早 く自立 して母親 を支 えよ うとい う思 いが強 い人

だ った 。大学 卒 業後 、電子機器製造会 社 に就職 。給料か ら妹の大学進学 の費用 を出

して あげて いた 。

会社 に は技 術職 と して入社 。働 きぶ りは非常 に熱心 で、周 囲の評価 も高 か つた。

学生 時代 か ら付 き合 つていた女性 と結 婚 し、子 どもも 2人 授か つて、絵 に描 いた よ

うな幸 せ な家庭 生活 を送 つて いた。

しか し、入社 17年 目頃か ら会社 の 業績 が悪 化 し始 め 、状況が一変す る。突然営

業部 門へ の異 動 を命 じられて、技術職 に留 ま りた い意 向 を伝 える ものの、聞 き入れ

られ なか つた。家族 は「辞めて もい いん だ よ」と伝 えるが 、子 どもの大学進学 を控

え、住 宅 ロー ンも残 つていたため、故 人 は会社 に留ま る ことを選 んだ。

配置 転 換 後 は 、慣れ ない仕事 に対応 しよ うと、早朝 に出社 し深夜 に帰 宅す る日々

が続 いた 。数 か 月後 に抑 うつ症状 がみ られ るよ うにな るが、責任 感か ら休 む ことも

せず過労 状 態 の ま ま働 き続 けた。次 第 に職 場 の人間関係 に も悩 む よ うにな り、業績

が回復 しな い焦 りも重 な って、配置 転 換 か ら 4年 後 に 自死 で亡 くな つた。

場環 境 の 変化 (配 置転換 )
→ 区切 + 場 の人間関係 の悪化

神疾患 (う つ病 )

っも

→ 囲



_主 婦 (40代 )

小学生 の時 に父 と兄か らの性 的虐待 を受 けた。ただ、その記憶 には「ふ た」を し

て生活 して いた た め 、日常 生活 は普通 に送 つて いるよ うに見 えて いた 。小学校 の教

員 を 目指 して大学 に進学 し、卒 業後 は地元の小学校 に赴任 した。

25歳 で結 婚 。式 の前 日には、結婚 に対す る不安感 に襲 われ 、泣 いた こともあ

った。その後 、安 定 して結 婚 生活 を送 つて いたが、第一子 の 出産 直 後 にパ ニ ックに。

子 どもを怖 が る よ うにな り、仕事 も続 け られ ず に退職 した。第 二子 の出産後 、再 び

不安定にな つて 自殺 を図 る。精 神科 を受診 した ところ、カウ ンセ リングの過程 で忘

れ て いた虐 待 の記 憶 が よみ が える。その後 は治療 を続 けなが ら、波 は あ りなが らも

なん とか生活 を して いたが 、近所 づ きあいをき つか けに、「 自分 が 変だ と思われ る

のではな いか」と不安 を抱 き始 め 、再 び悪化 。家事 がで きな くな り、夫 に世話 を し

て も らうことに も 自責 の念 を募 らせ 、 自死 で亡 くな つた。

(過 去 の被虐 待 ) 神疾 患 (そ の他 ) 児 の悩み 近隣 との関係 の悩み

_失 業者 男性 (50代 )

レス トラ ンの調 理 師 と して勤務 。朝早 く出勤 し、帰 りは深夜 にな る ことも多い職

場 だ つた。仕事 は激務 だ つたが 、管理職 と してのや りが い も感 じて いた よ うで、「辞

めたい」 とは言 わ なか つた 。26歳 で結婚 して子 どもも生 まれ 、平 日は熱心 に仕事

にあたる一方 、休 日には家族サ ー ビス を怠 らなか つた。

50歳 の時 、職 場 での人間 関係の もつれ か ら、退職 を余儀 な くされ た 。再就職 を

す るため に仕事 を探 す も、履歴書 を送 つた段 階 で ことごと く断 られ 、や つと面接 に

た ど りつ いたの は、前 の職 場 とは条件 がか け離れ た ところだ つた 。それ で も雇 つて

も らえるな らと就 職 したが 、職場 の雰 囲 気 も仕事 のや り方 もま つた く違 う環境 で、

年下の従 業員か ら叱責 され る こともあ り、次第 に 自信 を喪 失 して い つた。半年後 に

体調 を崩 して退職 。その後 、失踪 し、2週 間後 に遺体 で見 つか つた。遺 書 には、「 こ

んな情 けな い父親 で ごめ ん な」 と綴 られ て いた。

場の人間関係 の悪化 業・ 就職 失敗 神疾 患 (う つ病 )
→踵団
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今回の調査の最大の弱点は、「語り手のいない自殺」については、まつたく調査ができていないという

ことである。その点を少しでも補うため、無縁者の弔いに日々関わつている僧侶の中下大樹さんに「無

縁者の自殺事例」について報告してもらつた。

縁者の自殺事例 : 中下大樹さん (僧侶)に よる

60代男性

産→多重債務→離婚→ホームレス状態→公園で自

生活困窮者の炊き出し等を支援するNPOに よつて発見→親族は故人との関わりを拒

会社の倒産がきつかけで生活苦に陥り、多重債務を抱える。借金を繰り返す中、妻と子供が夜逃げす

る (そ の後、協議離婚)。 日雇労働に従事するが、腰を悪くして働けなくなり、やがて、ホームレス状

態となる。NPOが 行う炊き出しに、たびたび参加 している姿が目撃されている。NPOの支援者が深

夜のパ トロール中、駅の地下道で顔色の悪い男性を発見。「大文夫ですか ?」 と声をかけるものの、「ほ

っといてくれ」と言い続ける。約 1ケ月ほど、同場所に滞在 したものと推定される。NPOス タッフが、

パ トロールのたびに「病院に行こう」「生活保護を受けてはどうか」と勧めた所、「もう、生きていても

仕方がないんだ」と支援を拒否したと言う。ある時、某公国内の滑り台にロープをかけ、首つり自殺。

遺体の周辺から大量のワンカップ酒等のアルコールが見つかつている。警察の調査で親族は見つかつた

ものの「関わ りたくない」とのことで、遺骨の引き取りを拒否。NPO経由で私に弔いの依頼があり、

現在、お寺の納骨堂に遺骨は安置されている。

30代女性

俗の仕事→うつ→人間関係疲れ→睡眠薬の多量摂取→自

方の親族は関わりを拒否→無

地方から上京し、一般企業に就職するものの、挫折。繁華街で風俗の仕事を始める。しかし、対人間

係からうつ病になり、睡眠薬がないと眠れないようになる。ある時、無断でお店を休んだことがきっか

けで、店長と口論に。その後、仕事を辞める。当時、好意を寄せていたホス トからもお金を踊し取られ、

部屋に引きこもりがちになる。しばらく後、隣のマンションの部屋の住民から「OO号室から変な匂い

がする。臭い」という連絡を受けた大家さんと警察が、風呂場で首を吊つて倒れている姿を発見。lK

の部屋からは大量の睡眠薬とビール缶などのアルコールが散乱し、いわゆる「ゴミ屋敷」。親族は、実

の娘が風俗嬢であつた事にショックを受け、実家で葬儀・納骨を拒否。大家から連絡を受け、私が葬儀

を担当。故人の部屋の中は、腰の高さまでゴミが散乱 しており、故人の生前の精神状態を象徴するよう

であった。「娘の事は、もうなかったことにして下さい」と、親族は一切の関わりを拒否している。
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自殺実態調査の最終報告に寄せて

中央大学総合政策学部 准教授/

東京大学大学院医学系研究科 国際地域保健学教室 客員研究員

崎坂 香屋子

本調査は全国からの自死遺族の参加によつて実現 した 500名 を超える調査結果であり、

我が国では自殺に関する口頭剖検 (vcrbal autopsy)1の 貴重な調査結果ともいえる。

面談方式で調査員が 2人 1組で直接ご遺族の方に出向き、時間をかけてお話を聴 く、と

いう形でデータが収集された。平均で 2時間半、最長で 8時間かけた面談もあつたときく。

ご遺族にとつて大切な人の死について語るのは大きな負担やエネルギーを要するものであ

ったことを改めて強調 したい。調査員は事前に合宿も伴う十分な研修を行い、少なくとも

1名 は本調査に精通 したライフリンクのスタッフが調査員となつて実施された。

本調査は自殺者のご遺族を対象とした聞き取 りであり、住民台帳などからのランダムサ

ンプリングで集められるものではない。いわゆるhard―to―rcach populttions(ア クセスの困難

な対象者)であり、 疲学調査でしばしば用いられる「隠れた集団」に該当する。そのため

参加者の自発的な参加に依拠するRespondent D� ven Sampling(以 降RDS)にならざるを得

ない。そのため本調査 もインターネントおよび 自殺で親族等を亡くしたご遺族の分かち合

いの会などのネ ットワークを通 じて参力日を促 した。その中で次の参加者を紹介するsnOw

ball samplingも 用いられている。

本調査は自殺という形で亡 くなれた方お一人おひとりに関し、異なる状況を集積 した貴

重なデータである一方、総数 500を超えるデータであるため、定量的解析結果としても一

般化できるエビデンスも多く含まれている。前述 したように、RDSで集められたデータで

はあるが、実際に自殺で亡くなれた方の年齢は 10歳 ごとの年代別に区切ると20歳未満は

参加者が 30名 で全体の 5,70/0、 20-59歳までの各年代が全体の約 200/0ず つを占めており、60

歳以上も 12.2%で、各年代からバランスのよい参加者の構成となつている。

定量的分析の中で特に重視した点がある。その一つは対策を打つための、いわゆる介入

の為の時間がどれほどあるか、緊急度はどの程度か、を明確にすることであつた。自殺は

追い詰められた末の死、であるとするならば、誰が何の理由でどのくらいの時間で追い詰

められてしまうのか、という事である。

職業別では、自営業者は自殺の出発要因が事業不振や負債、連帯保証を伴う負債である

ことが多く、要因発現から自ら起業した自営業群では 1年以内に 280/0が、2年以内に半数

1日 頭剖検 (verbal autopsy)と は事後死亡調査とも言われ、死亡者について家族や親 しい人から面談方式で情

報を聞き取る方法である。
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となる490/0の人が、3年以内に実に64%も の方が亡くなつていた (5年で 700/0と なる)。 自

営業全体では3年以内に半数を超える 550/0が亡くなつていた。介入できる時間はきわめて

限られていると言わざるを得ない。悪性新生物等の疾病でよく用いられる5年生存率を当

てはめれば、全がん平均が 540/0で ある。自ら起業した自営業者の 5年生存率はわずか 300/0。

自殺につながる要因はきわめて深刻な疾病に匹敵する事が明らかとなつた。

別の計算方法を用いると、自営業者が要因発現から3年以内に亡くなる率はそうでない

方たちよりも3.2倍高かつた。とりわけ自分で起業した自営業の人はそうでない人よりも 1

年以内に 2.2倍 、3年以内では4.7倍、死亡する危険性が高い計算になる。しかし自営業の

多くは、周囲に相談する率は低く、負債を抱えながら、追い詰められた気配を周囲に悟ら

れないようにしていたかのような特徴が見出されている。

正規雇用者では職場環境の変化 (配置転換 B昇進 D降格)が出発要因であることが多く、

公務員でかつ管理職は2年以内に 430/0が、5年以内に約 600/0が亡くなつていた。一般企業

の管理職も要因発現から5年以内に70%が亡くなつている。多くは男性であるが、前項の

自営業者と同様に要因発現からの死亡までの期間は他の職種に比較してきわめて短い。正

規雇用、とりわけ管理職の抱える責任や課題が自殺という形で終結されるようなことがあ

ってはならない。自殺者全体では「無職」に分類される群の自殺数が多数を占める中、正

規雇用の中の管理職の状況は特異である。

一方、要因発現から亡くなるまでの日数を計算したところ、要因別に分析しても若年層

は要因発現から死亡までが特に短く、緊急的対応をすべき年齢群であることが明らかにな

つた。要因となる状況を把握した人が躊躇することなく適切な介入を行わなければ短期間

で死に至ることがあることを知るべきである。さらに事故、災害、家族の死、といつた突

然の大きな要因の発現から死にいたるまでの平均日数は短い。すみやかに周囲や本人が心

のケアについて理解し、すぐに対応できる仕組みを作ることが望まれる。

また分析の中では、周囲が何らかの変化に気付いていたのか、どう手を差し伸べられる

かを検討するために援助希求についても明らかにした。

亡くなつた人の多くは (約 700/o)事前にどこかに、何らかの相談をしていた。他方、半

数を超える遺族 (550/0)も 当人の行動変化を感じ取つていた。遺族の半数近く (410/0)は

当人が何かをほのめかしていたと気付き、しかし同じ程度に (43%)は「それが何らかの

サインだとは気付かなかつた」、と回答していた。  結果的には死に至つたが、データを

分析する中で、相談に行つた人は死亡までの平均日数がそうでない人よりも有意に長いこ

とが明らかになつた。つまりその長さはまちまちではあるが、援助を希求する事、どこか

に相談することで何らかの生きる力を与えることができることが定量的に示されたといえ

る。

本調査のデータには、いじめ、虐待、自殺未遂の経験も多く含まれておりそうした事象

のフォローの重要性も改めて提示された。
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我が国では遺族に対する心のケアや分かち合い、グリーフワーク
2(g�cfwork)も まだま

だ立ち遅れている。地域間格差も大きく、自殺対策は多岐にわたる。

本調査の定量調査部分の解析で明らかにされた通 り、要因発現からの死亡までの時間は

実は大変限られていることが明らかになつた。この報告書を手に取つている人にはその深

刻度をどうか受け止めていただきたい。

本調査が今後の自殺対策に活かされ、前向きな議論の材料、資料となる事を期待 してい

る。

2家族や親族の喪失からくる悲しみ、苦しみなど、「抱えきれない悲しみ、苦しみを何とか抱えられるように

できるようにする」作業。米国では子どもを対象とした「ダギーセンター」などがある。
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